
Y7
5
2

5
2
00

Y7
5
2

5
2
50

Y7
5
3

5
3
00

Y7
5
3

5
3
50

8400 X-78

8350 X-78

8300 X-78

300kJ対応：配置延長40m

高ｴﾈﾙｷﾞｰ吸収柵（ｱﾝｶｰ式斜面ﾀｲﾌﾟ）

1号ロープ伏工(12型) A=25.0m2
NO.28

2号ロープ伏工(12型) A=37.5m2
NO.32

3号ロープ伏工(12型) A=6.8m2
NO.33

C

188.64

187.92

187.37

187.04

186.61

186.08

Ｃ
186.88

187.21

187.17

190.93

188.95

188.98

188.41

190.02

192.38

190.64

197.14

184.84

185.50

188.76

189.78

191.95

186.19

188.77

189.79

187.20

191.92

196.72

197.43

198.70

203.20

198.63

195.25

189.99

189.11

193.05

196.42

204.28

200.26

197.42

198.47

195.69200.91

202.77

206.67

197.63

191.00

191.07

190.55

190.89

189.66

189.62

189.15

190.81

192.67

195.11

194.36

195.10
198.03

202.15

198.04

197.85195.23

204.18

203.38

197.35

199.50

207.62

202.33

200.05

206.70

202.98

200.66

221.22

218.99

219.17

221.60

220.12

R06S06101-09

TB1

TB2

TB3

202.06

208.36

Ｎ

S=1:250

19
0

19
5

20
0

20
5

21
0

21
5

22
0

R06S06101-10

NO.0

NO.1

NO.2

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線

市道川井箱渕線落石対策工事

計画平面図
1/250

雲南市大東町川井 地内

道 整 備 推 進 交 付 金 事 業 市 道 川 井 箱 渕 線 ( ５ - １ 工 区 ) 平 面 図

至箱淵

至川井

22
5

23
0

23
5

24
0

24
5

190

195

200

205

22
5

21
0

21
5

22
0

23
0

23
5

24
0

24
5

190

195

200

205

225

210

215

220

230

235

240

41

1

12

19

20

21

22

14
13

23

25

17

16

18

15

39

40

24
35

5

6

7

4

29

11

38

10

26

31
30

36

37

34

32

33

3

2

8
9

28

27

△

△

△

△△

△

△

△
△

△

△

△ △

△

△

△

△
△

△

△

△

△

△
△△

△△

△

△

△

△

△

△

△

△
△

□

尾根

尾根
(想定)

予防工凡例

： ワイヤーロープ伏工

： ワイヤーロープ掛工

： 小割除去工

落石源凡例

安定度（目視） 落石エネルギー

○

△

□

１

２

３

４

５

大

小

危
険
性

↓

↑

1000 kJ ～

500 kJ ～ 1000 kJ

300 kJ ～ 500 kJ

100 kJ ～ 300 kJ

50 kJ ～ 100 kJ

0 kJ ～ 50 kJ

安定度評価で対策不要

赤

桃

橙

緑

青

水

灰

5-1工区

11 2 葉の内



DL=180.00

NO.0
GH=185.26

AS

DL=180.00

NO.1

D = 20.00

GH=187.00

FH=

AS

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線

市道川井箱渕線落石対策工事

横断面図
1/200

雲南市大東町川井 地内

NO.0,NO.1

PGH=185.240

L5.0

境界

境界

高エネルギー吸収柵

（アンカー式斜面タイプ）

（300kJ対応）

高エネルギー吸収柵

（アンカー式斜面タイプ）

（300kJ対応）

足 場 工

A=7.2m2

3500

足 場 工

A=4.3m2

3500

5-1工区

21 2 葉の内



控えアンカー(斜方向)

自穿式 φ28.5 L-2500

ベースプレート固定アンカー

自穿式 φ28.5 L-2000

控えアンカー(側面)

自穿式 φ28.5 L-2500

▽189.70

▽193.23

端末柱

1

NO
.1

NO
.0

中間柱

2 中間柱

3
端末柱

4 中間柱

5 端末柱

6

DL=185.00

横ロープ連続区間 Ｌ＝15000

3
2
0
0

7000900080008000

横ロープ連続区間 Ｌ＝25000

高エネルギー吸収型落石緩衝柵 L=40000

8000

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線

市道川井箱渕線落石対策工事

落石防護柵一般構造図
1/100

雲南市大東町川井 地内

5-1工区

高エネルギー吸収柵(アンカー式斜面タイプ)(300kJ)

落石防護柵一般構造図 S=1:100

31 2 葉の内



側 面 図

背面

正 面 図（山側より）

横ロープ用緩衝金具
2個(スリップ長ΔL=1.0m)

クロスロープ用緩衝金具

クロスロープ用緩衝金具
横ロープ用緩衝金具

ベースプレートアンカーボルト

控えアンカーボルト(背面)

ベースプレート

呼び20

シャックル

ターンバックル（呼び19）

6×24 AZ/O 12φ
縦ロープ

金網 φ4.0-40×40

シャックル

呼び16

控えアンカー連結具

高エネルギー吸収柵(アンカー式斜面タイプ)(300kJ)

落石防護柵一般構造図

可能吸収
エネルギー

支 柱
緩衝金具

横ロープ
縦ロープ

クロスロープ

平 面 図

アルミ支柱（φ170×t6.0）

ベースプレート

横ロープ
3×7 G/O 16φ

金網 φ4.0-40×40

シャックル（呼び20）

シャックル（呼び16）

結合コイル
φ4.0×45×500

横ロープ
3×7 G/O 16φ

ワイヤクリップ
16φ用×4個

金網 φ4.0-40×40

クロスロープ
6×24 AZ/O 16φ

ベースプレートアンカーボルト

ストッパー

ストッパー

16φ用×4個
ワイヤクリップ

シャックル（呼び20）ストッパー

ターンバックル
（呼び19）

6000 ～ 100006000 ～ 10000

横ロープ連続区間 L=25m

6000 ～ 10000

6000 ～ 100006000 ～ 10000

横ロープ連続区間 L=25m

6000 ～ 10000

45±5°

5°

2
0
0
以

内
サ

グ

20
0以

内サ
グ

2個(スリップ長ΔL=1.0m)

アルミ支柱（φ170×t6.0）

アルミ支柱（φ170×t6.0）

35±5°

ベースプレート

(標準)

Ｂ部詳細

クロスロープ

6×24 AZ/O 16φ

横ロープ

3×7 G/O 16φ

Ｂ部

Ａ部詳細

Ａ部

スリップ長 ΔL=1000

1000

横ロープ用(2個)
500180

クロスロープ用

形 式 金網規格
亜鉛ｱﾙﾐ合金ﾒｯｷ鋼線

亜鉛ｱﾙﾐ合金ﾒｯｷ鋼線

亜鉛ｱﾙﾐ合金ﾒｯｷ鋼線

3×7 G/O 16φ
控えロープ(背面)

1個(スリップ長ΔL=1.0m)

巻付グリップ 16φ用

控えロープ用緩衝金具

控えロープ(斜方向)
3×7 G/O 16φ

控えロープ(側面)
3×7 G/O 16φ

1個(スリップ長ΔL=1.0m)
控えロープ用緩衝金具

1個(スリップ長ΔL=1.0m)

控えロープ用緩衝金具

ストッパー 巻付グリップ 16φ用

(シンブル設置)

控えロープ(背面)
3×7 G/O 16φ

2個(スリップ長ΔL=1.0m)
横ロープ用緩衝金具

1個(スリップ長ΔL=1.0m)
控えロープ用緩衝金具

35±5°

35±5°

側面・斜方向

控えロープ

(亜鉛ｱﾙﾐ合金ﾒｯｷ)

控えアンカーボルト(背面)

控えアンカーボルト(側面)

控えアンカーボルト(斜方向)

(標準)

(標準)

ストッパー

控えロープ(側面・斜方向)
3×7 G/O 16φ

1個(スリップ長ΔL=1.0m)

控えロープ用緩衝金具

控えアンカーボルト(側面・斜方向)

シャックル（呼び20）

(標
準
)

(標準)

6×24 AZ/O 12φ
(両端ロック加工)

縦ロープ

※折返し部にシンブル設置

シャックル（呼び20）

巻付グリップ 16φ用
(シンブル設置)

(シンブル設置)

(両端ロック加工)
※折返し部にシンブル設置

巻付グリップ 16φ用

(シンブル設置)

(H'=3.0m用）

S=1:50

規 格 表
（H'=3.0m用）

(H'=3.0m用）

300kJ ｱﾙﾐ支柱(φ170×t6.0）アンカー式斜面タイプ
亜鉛ｱﾙﾐ合金ﾒｯｷ鋼線

φ4.0-40×40
6×24 AZ/O 16φ

（2個） （1個） （1個）
3×7 G/O 16φ 3×7 G/O 16φ

6×24 AZ/O 12φ
3×7 G/O 16φ

32
0030

00

3
2
0
0

3
0
0
0

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線

市道川井箱渕線落石対策工事

落石防護柵一般構造図
図示

雲南市大東町川井 地内

5-1工区

41 2 葉の内



R
4
6

M16×65 M16 φ18

呼び16

Ｓ=1:2

呼び20

シャックル

ワイヤクリップ

16φ用

Uボルト

a

b

c

d

規 格
a b c d

本 体 寸 法

(mm)

32 48 60 35

取付個数・間隔

個数 間隔Uﾎﾞﾙﾄ

M14 4 100

クロスロープ用緩衝金具

S=1:10

287

D=3/4(ｲﾝﾁ)

D=5/8(ｲﾝﾁ)

S=1:53/4×9" 両ジョー

ターンバックル（呼び19）

6×24 16φ

ワイヤロープ(ロック加工)

DS金具

(ナット下側)

ビーズ
KB金具

560

落石防護柵部材詳細図

高エネルギー吸収柵(アンカー式斜面タイプ)(300kJ)

S=1:3ビーズS=1:3KB金具S=1:3DS金具

横ロープ用緩衝金具(2個)

16φ用 S=1:5

ストッパー

16φ用 S=1:3

シンブル付

φ
40

アンカー連結具

1
2

65
1
2

φ
30

65

90

16

130

65

65

130

φ24

80

φ25

2
0
4
0
2
0

2
0

4
4

3
6

1
6

64

32
1
6

1
6

φ20φ21

摘 要

(亜鉛アルミ合金メッキ)

4
5

500

結合コイル

φ4.0×45×500 S=1:10

ｸﾛｽﾛｰﾌﾟ

R
4
6

M16×65 M16 φ18

S=1:316φ用

ストッパー

S=1:516φ用

控えロープ用緩衝金具(1個)

1100

巻付グリップ

16φ用

表示板

(両端ロック加工)
6×24 AZ/O 12φ

縦ロープ

控えﾛｰﾌﾟ(側面・斜方向)

摘 要

控えﾛｰﾌﾟ(背面)

縦ﾛｰﾌﾟ折返し部

(mm)

16φ用 92

ワイヤロープシンブル

L

68

L規 格

12φ用

H=3.0m用

ピン

5300

ピン

Ｓ=1:2

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線

市道川井箱渕線落石対策工事

落石防護柵部材詳細図
図示

雲南市大東町川井 地内

5-1工区

51 2 葉の内



落石防護柵支柱構造図
（φ170×ｔ6.0 H＝3.0ｍ用）

9

150 2790 150

155

3254

3090（ＡＬ支柱）

3200（設計高 ※サグ200考慮）

φ
1
7
0

150 2790 150

155

3254

3090（ＡＬ支柱）

3200（設計高 ※サグ200考慮）

200

φ
1
7
0

1
3
0

9

トップブラケット 端末用 ボトムブラケット 端末用
(固定ボルト：M16) (固定ボルト：M16)

トップブラケット 端末用

ボトムブラケット 端末用

(固定ボルト：M16)

(固定ボルト：M16)

トップブラケット 中間用 ボトムブラケット 中間用

トップブラケット 中間用

ボトムブラケット 中間用

(固定ボルト：M16)
(固定ボルト：M16)

(固定ボルト：M16) (固定ボルト：M16)

ボルト：M36

ボルト：M24

ボルト：M36

ボルト：M20ボルト：M20

69 86

ボルト：M24

60 2880 60

69 86

2
6
0

45 45

3284

200

3000

3000

φ
11
0

6

5

φ
1
7
0

A'

A'

A'

A'

A

A

A

A

B' C'

B' C'

B' C'

B' C'

B C

B C

B C

B C

A - A 断面

4
2
0

2
6
0

50 260

3
6
0

370

A' - A' 断面
420

260

5
0

2
6
0

360

3
7
0

A - A 断面

2
6
0

3
1
0

180 130

370

A' - A' 断面

260

310

1
8
0

1
3
0

3
7
0

B - B 断面

2
6
0

4
2
0

3
6
0

B' - B' 断面

260

420

360

2
6
0

3
1
0

B - B 断面

B' - B' 断面

260

310

4
2
0

2
6
0

3
6
0

69 3030

5
0

2
6
0

185

3
1
0

1
8
0

1
3
0

C' - C'

C - C

4
5

55120175

350

3
5
0

60

4
0

45

5
5

1
2
0

1
7
5

3
5
0

175

350

6
0

40

C' - C'

C - C

45

5
5

1
2
0

3
5
0

6
0

40

350

4
5

55120

350

3
5
0

60

4
0

130

1
7
5

1
3
0

1
2
0

1
7
5

175130

175

1
7
5

1
3
0

1
9
6
7

175175

350

ボルト：M24

1
9
6
7

175175

350

ボルト：M24

支柱断面 ｓ=1:5

端末支柱構造図 ｓ＝1:10

中間支柱構造図 ｓ=1:10

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線

市道川井箱渕線落石対策工事

落石防護柵支柱構造図
図示

雲南市大東町川井 地内

5-1工区

61 2 葉の内



ベースプレート

（飛び出し長）
200

＜部品詳細図＞

φ
4
0

9 7
0

70

9

（ベースプレートアンカー用）（控えアンカー用）

R35

４．アンカー連結具（メッキ付）

6565

9
0

6
5

1
2

4
1

1
2

1
6

3595

130

150

1
50

φ
4
0

５．メッキ付角座金

＜控えアンカーボルト標準施工図＞

S=1:2

φ28.5 ﾛｰﾌﾟﾈｼﾞ

54

4
3.

9

38

φ38

φ
3
8

φ
3
5

114

φ28.5 ﾛｰﾌﾟﾈｼﾞ

φ56

３．ＯＳＤＰナット

50

50 50

58

１．ＯＳＤＰチップ付ビット φ５０

φ28.5 ﾛｰﾌﾟﾈｼﾞ

２．ＯＳＤＰカップラー

150

（飛び出し長）

5.メッキ角付座金

3.OSDPナット

3.OSDPナット

4.アンカー連結具（メッキ付）

φ
30

5.メッキ角付座金

L

L2L1

φ
5
0

ｸﾞﾗｳﾄ

2.OSDPｶｯﾌﾟﾗｰ 1.OSDPチップ付ﾋﾞｯﾄ φ50

OSDPﾛｯﾄﾞ φ28.5

φ
5
0

2.OSDPカップラー

L1

L

OSDPﾛｯﾄﾞ φ28.5

ｸﾞﾗｳﾄ
3.OSDPナット（ベースプレート角度調整用）※必要時のみ付

L2

1.OSDPチップ付ﾋﾞｯﾄ φ50

＜ベースプレート固定アンカーボルト標準施工図＞

アンカー長(L)

1000

1500

2000

2500

L1 L2 カップラー数量

1000 -

1500 -

2000 -

1000 1500

1500 1500

-

-

-

1

1

＜ロックボルト構成・必要カップラー数＞

3000

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線

市道川井箱渕線落石対策工事

落石防護柵アンカー工詳細図

図示

雲南市大東町川井 地内

5-1工区

※ は本設計におけるアンカー長である。
地盤状況等により、修正する場合はアンカー長を修正すること。

落石防護柵アンカー工詳細図

712 葉の内



*当初設計時にはロープの割増率を1割増とする

縦、横、斜めロープ1本に対し連結部材相当を差し引く

*斜めロープは天端より下辺まで1本で構成する

*外周ロープは 50m/本 以下で構成する

外周ロープ1本に対し連結部材相当を差し引く

*当初設計時には金網の割増率を4割増とする

* 端部ロープに使用する

* 金網設置最上辺ロープ部に 8個/スパン

下辺・縦・横ロープ部に 4個/スパン

斜めロープ部に 6個/スパン

* バランスプレートの浮き上がりなどが発生

する場合や、岩塊を押え込むことができない

テンションバー

個

m

本
12φ用

外周ロープ

クロスクリップ

巻付グリップ

ターンバックル

Sプレート

岩部用交点アンカー

土中用交点アンカー

岩部用端部アンカー

土中用端部アンカー

R29-1500

9ｔ×180×125

22φ E&E

6t ×50×260

小

〃

〃

12φ 3×7 G/O

本

本

個

m m

m

m

(R型鋼板付)

R29-1500

本

本

個

個

斜めロープ

縦ロープ・横ロープ

架設面積

m

16φ用

バランスプレートA型

バランスプレートB型

バランスプレートC型

結合コイル

金網

巻付グリップ

6ｔ×200×200

6ｔ×200×170

6ｔ×200×200

2.6φ 50×50 ZGS3

3.2φ×50×300

本

L=2.0

16φ 3×7 G/O

（アイロック）

端部ロープ

本

0

個

個

個

個

R29-1500
本

2

2

数 量規 格・寸 法名 称

D29-1000

D29-1000

* 設計数量等は概算のため、現地確認(芯出し)及び施工時に適宜調整し変更する。

* アンカーの種別（岩部用・土中用）は、アンカー調査後、設計計算書を基に変更する。

土中用押さえアンカー

箇所においては、適宜押さえアンカーを増設する

(設計時はターンバックル等 -1.00m、巻付グリップ -0.16m×2とする)

(設計時はターンバックル -0.30m、巻付グリップ -0.16m×2とする)

* 主ロープの2スパンに1個

* 主ロープの端末処理に使用(主ロープ1本に2本)

* 主ロープの1本に1個

記号

0

25.0

8.1

25.0

21.3

4

14

10

7

1

1

35.0

104

2

6

54.4

8

0

0

0

0

部材数量表(No.28)

*当初設計時にはロープの割増率を1割増とする

縦、横、斜めロープ1本に対し連結部材相当を差し引く

*斜めロープは天端より下辺まで1本で構成する

*外周ロープは 50m/本 以下で構成する

外周ロープ1本に対し連結部材相当を差し引く

*当初設計時には金網の割増率を4割増とする

* 端部ロープに使用する

* 金網設置最上辺ロープ部に 8個/スパン

下辺・縦・横ロープ部に 4個/スパン

斜めロープ部に 6個/スパン

* バランスプレートの浮き上がりなどが発生

する場合や、岩塊を押え込むことができない

テンションバー

個

m

本
12φ用

外周ロープ

クロスクリップ

巻付グリップ

ターンバックル

Sプレート

岩部用交点アンカー

土中用交点アンカー

岩部用端部アンカー

土中用端部アンカー

R29-1500

9ｔ×180×125

22φ E&E

6t ×50×260

小

〃

〃

12φ 3×7 G/O

本

本

個

m m

m

m

(R型鋼板付)

R29-1500

本

本

個

個

斜めロープ

縦ロープ・横ロープ

架設面積
37.5

14.9

40.4

26.8

6

82.1

16

17

8

2

m

16φ用

バランスプレートA型

バランスプレートB型

バランスプレートC型

結合コイル

金網

巻付グリップ

6ｔ×200×200

6ｔ×200×170

6ｔ×200×200

2.6φ 50×50 ZGS3

3.2φ×50×300

本

L=2.0

16φ 3×7 G/O

（アイロック）

端部ロープ

本

0

個

個

個

個

2

8

148

52.5

R29-1500
本

2

2

数 量規 格・寸 法名 称

D29-1000

D29-1000

* 設計数量等は概算のため、現地確認(芯出し)及び施工時に適宜調整し変更する。

* アンカーの種別（岩部用・土中用）は、アンカー調査後、設計計算書を基に変更する。

土中用押さえアンカー

箇所においては、適宜押さえアンカーを増設する

(設計時はターンバックル等 -1.00m、巻付グリップ -0.16m×2とする)

(設計時はターンバックル -0.30m、巻付グリップ -0.16m×2とする)

* 主ロープの2スパンに1個

* 主ロープの端末処理に使用(主ロープ1本に2本)

* 主ロープの1本に1個

記号

2

0

部材数量表(No.32)

5

5

5

5

5

A

A

A

B

A

A

A

B

A
B

A

A A
B

AA

A
B

A
A A

A
B

A

2
.5

0

5
.0

0

5.00

2.50

2.50

3.50

2.
50

2.50

5.00

2
.5

0

7.
50

2.50

3.50

2.
50

1 2

A

B

C

3
イ部

イ部詳細

1 2 3

イ部

A

B

C

D

イ部詳細

NO.28

ロープ伏工展開図(1)

s=1:100

12型

NO.32

s=1:100

1号ロープ伏工展開図 2号ロープ伏工展開図

C

C

BA

BA

A

B

C

C

C

BA

BA

A

B

C 年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線落石対策工事

ロープ伏工展開図(1)

1/100

雲南市大東町川井 地内

市道川井箱渕線

5-1工区

81 2 葉の内



*当初設計時にはロープの割増率を1割増とする

縦、横、斜めロープ1本に対し連結部材相当を差し引く

*斜めロープは天端より下辺まで1本で構成する

*外周ロープは 50m/本 以下で構成する

外周ロープ1本に対し連結部材相当を差し引く

*当初設計時には金網の割増率を4割増とする

* 端部ロープに使用する

* 金網設置最上辺ロープ部に 8個/スパン

下辺・縦・横ロープ部に 4個/スパン

斜めロープ部に 6個/スパン

* バランスプレートの浮き上がりなどが発生

する場合や、岩塊を押え込むことができない

テンションバー

個

m

本
12φ用

外周ロープ

クロスクリップ

巻付グリップ

ターンバックル

Sプレート

岩部用交点アンカー

土中用交点アンカー

岩部用端部アンカー

土中用端部アンカー

R29-1500

9ｔ×180×125

22φ E&E

6t ×50×260

小

〃

〃

12φ 3×7 G/O

本

本

個

m m

m

m

(R型鋼板付)

R29-1500

本

本

個

個

斜めロープ

縦ロープ・横ロープ

架設面積

m

16φ用

バランスプレートA型

バランスプレートB型

バランスプレートC型

結合コイル

金網

巻付グリップ

6ｔ×200×200

6ｔ×200×170

6ｔ×200×200

2.6φ 50×50 ZGS3

3.2φ×50×300

本

L=2.0

16φ 3×7 G/O

（アイロック）

端部ロープ

本

0

個

個

個

個

R29-1500
本

2

2

数 量規 格・寸 法名 称

D29-1000

D29-1000

* 設計数量等は概算のため、現地確認(芯出し)及び施工時に適宜調整し変更する。

* アンカーの種別（岩部用・土中用）は、アンカー調査後、設計計算書を基に変更する。

土中用押さえアンカー

箇所においては、適宜押さえアンカーを増設する

(設計時はターンバックル等 -1.00m、巻付グリップ -0.16m×2とする)

(設計時はターンバックル -0.30m、巻付グリップ -0.16m×2とする)

* 主ロープの2スパンに1個

* 主ロープの端末処理に使用(主ロープ1本に2本)

* 主ロープの1本に1個

記号

6.3

0.0

4.8

10.3

15.1

1

6

4

3

0

0

0

4

0

32

8.8

部材数量表(No.33)

2

2

2

2

2

AA

A
A

A A

A A

2.50

3.50

2.
50

2.50

2
.
50

イ部詳細

1 2

A

B

イ部

s=1:100

3号ロープ伏工展開図

NO.33

ロープ伏工展開図(2)

12型

C

C

BA

BA

A

B

C

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線落石対策工事

ロープ伏工展開図(2)

1/100

雲南市大東町川井 地内

市道川井箱渕線

5-1工区

91 2 葉の内



D部詳細図

E部詳細図

標 準 断 面 図

標 準 平 面 図

A部詳細図

B部詳細図

クロスクリップ詳細

C部詳細図

テンションバー

ワイヤーロープ

ロープ

ロープ

バランスプレートB
ターンバックル

バランスプレートB アンカー

ターンバックル

E

C

D

A

B

A

D

E

バランスプレートA

ターンバックル

ワイヤーロープ

ワイヤーロープ

C

GTアンカー

ターンバックル
端部ロープ

GTアンカー

ロープ

ロープ

ロープ

Sプレート

Sプレート

ロープ

ロープ

ロープバランスプレートC

バランスプレートC

ロープ

バランスプレートA

ロープ

クロスクリップ

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線落石対策工事

ロープ伏工一般図(1)

NON

雲南市大東町川井 地内

ロープ伏工一般図(1)

市道川井箱渕線

5-1工区

1 01 2 葉の内
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自穿孔式アンカー R29

ビット(クロス)

A´A

A-0-A´

R28.5

ナット(下) ナット(上)

(ＧＴアンカーとして使用した場合のみ)

角座金

(ビットは、現地状況に応じて使い分ける）

通常はクロス型ビット、硬岩以上の場合

バリスビットを使用する

カップラー

(アンカー長2.0mを超える場合に使用）

ビット(バリス)

A A´

A-0-A´

R28.5

ロックアンカー D29M27

角座金、カラー

使用した場合のみ)

(控えアンカーとして
48.6φ 35

4.5ｔ

8
0
(1

2
0)

1000

850150

外
径

85

3
1
φ

1
8
φ

3
1
φ

1
8
φ

3
1
φ

1
8
φ

42.7φ

M16×55

135

5
0

260

180

1
2
5M 1 6

9

6

1
0
0

50

6

2
0
0

200 6 200

2
0
0

25

15

9

38

6

42.7φ
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1542.7φ

42.7φ 16
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5
0
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B
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3
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6
0
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3
.
2

45

GTアンカー
S=1:5

自穿孔式アンカー R29-1500
S=1:5

ナット M27

S=1:10
岩盤用アンカー SD345 D29-1000

ターンバックル (22φ E&E) テンションバー
S=1:4 S=1:4

ワイヤーロープ
(12φ 3×7 G/O)

Sプレート
S=1:5

バランスプレートA
S=1:5

バランスプレートB
S=1:5

バランスプレートC
S=1:5

2個 M16

M24×85

2個

M16×55
2個

M16×55

巻付グリップ 12φ（16）用

端部ロープ（アイロック）16φ用
S=1:10

S=1:10

結合コイル（3.2φ 50×300）
S=1:5

3.2φ

金網（ZGS3 2.6φ 50×50）
S=1:2

クロスクリップ（小）
S=1:4

自穿孔式アンカー R29

M10 M10

M10

M10

ロープ径名称

16φL=2.0

KBLロープ径

16012φ

16φ 200

A B

900

1100

30

30

200 2000

0

0

ロープ伏工一般図(2)

※ は本設計における使用部材である。
地盤状況等により、修正する場合は 以外の部材を使用する。

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線落石対策工事

ロープ伏工一般図(2)

NON

雲南市大東町川井 地内

市道川井箱渕線

5-1工区

1 11 2 葉の内



仮設防護柵

転石・浮石

使用材料

名 称 規格・寸法 単位 数 量 備 考

10.0ｍ当り

ワイヤロープ

金 網

ワイヤクリップ

結合コイル

3×7 G/O 12φ

3.2φ×50×50

12φ

3.2×50×300㎜

ｍ

個

2
ｍ

30

24

25

30

亜鉛めっき

Z-GS3

亜鉛めっき

亜鉛めっき

※金網より抜け出る可能性がある場合、金網全面シートで覆う。

個

H=
2
.0

0

(落石防止対策)

断面図 1:200

②1,2号モノレール設置

③1号仮設防護柵設置

④1号ロープ伏工設置

⑥2号仮設防護柵設置

⑦2,3号ロープ伏工設置

施工順序

①準備工

⑤3号モノレール設置

⑧1,2号仮設防護柵・1～3号モノレール撤去

⑨4号モノレール設置

⑩足場工設置

⑫足場工・4号モノレール撤去

⑬後片付け工

⑪高ｴﾈﾙｷﾞｰ吸収柵（ｱﾝｶｰ式斜面ﾀｲﾌﾟ）設置

Y7
5
2

5
2
00

Y7
5
2

5
2
50

Y7
5
3

5
3
00

Y7
5
3

5
3
50

8400 X-78

8350 X-78

8300 X-78

細
貝
組

資
材
置
場

資材置場

300kJ対応：配置延長40m

高ｴﾈﾙｷﾞｰ吸収柵（ｱﾝｶｰ式斜面ﾀｲﾌﾟ）

1号ロープ伏工(12型) A=25.0m2
NO.28

2号ロープ伏工(12型) A=37.5m2
NO.32

3号ロープ伏工(12型) A=6.8m2
NO.33

1号仮設防護柵
L=10m

1号モノレール
L=50m

2号仮設防護柵
L=13m

2号モノレール
L=30m

3号モノレール
L=40m

4号モノレール
L=70m

35
00

1000

1000

3
5
0
0

足場工 B=3.5m
L=42m

C
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188.95

188.98

188.41

190.02
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197.85195.23
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203.38
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199.50

207.62

202.33

200.05

206.70

202.98

200.66

221.22

218.99

219.17
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220.12

R06S06101-09

TB1

TB2

TB3

202.06

208.36

Ｎ

S=1:250
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0

20
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R06S06101-10

NO.0

NO.1

NO.2

年 度

番 号

工 事 名

道川港名

施工箇所

図面名称

測 量
調 査

設 計

令和 ２ 年度

災 号

縮尺

会社及び責任者
会社名

項 目

市道川井箱渕線

市道川井箱渕線落石対策工事

施工計画図(案)
1/250

雲南市大東町川井 地内

施 工 計 画 図 ( 参 考 資 料 ) ５ - １ 工 区
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尾根

尾根
(想定)

ワイヤーロープ

金網

ワイヤクリップ

ワイヤロープ

金網

立木利用（立木がなければ単管使用）

金網50cm折返し

仮設防護柵延長 L(m )

AS

DL=180.00

NO.0
GH=185.26

PGH=185.240

L5.0

足 場 工

A=7.2m2

3500

5-1工区

1 21 2 葉の内

（参考資料）


